
垣
て
、

臨
調
宗
に
題
す
る
。
事
保
十
五
年
祇
陀
寺
第
十
一
此
寺
背
は
説
院
な
均
し
が
、
妖
銭
の
誌
に
住
持
を
取
一
審
以
下
町
文
柿
端
で
あ
る
こ
と
は
目
次
で

知
ら
れ
る
一
紫
が
一
に
永
祭
紫
と
い
は
れ
、
そ
の
製
品
が
加
賀
永

ミ
九
代
限
岩
が
、
刷
出
岨
太
智
儲
憾
の
お
に
創
立
し
た
も

一
設
す
こ
と
度
々
也
。
依
て
住
持
す
る
人
な
し
。
然
る

一
が
、
果
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
う
か
は

一
繁
と
い
は
れ
る
の
は
乙
れ
に
よ
る
。
そ
の
窯
は
初
め

一
円
。
明
治
ナ
二
年
俺
蹴
公

mを
A
さ
れ
、
大
正
凶
年

一
雌
1

れ
和
円
凶
、
同
凶
氷
允
寺
議
山
の
到
子
に
、
且
胞

-
判
明
せ
れ
。

一
山
代
容

H
山
に
在
っ
た
か
ら
、
『者
H
山
』『
却
春
日

プ六

4
林
か
ら
今
の
地
に
判
じ
た
。

一
と
い
ふ
品
川
此
寺
に
日
ん
で
、
或
依
存
隙
に
座
制
し
て

一

エ
イ
ネ
ン
ジ

一
北
念
寺

桂
央
市
小
松
に
在
っ
て
、
一
山
永
索
活
』『
加
防
府
廿
H
山
』
な
ど
h

銘
し
、
笹
川
村

エ
イ
シ
ョ
ウ
イ
ン

示
正
院
全
抑
制
川
に
在
つ

一
座
せ
し
に
、吐
秘
的
凶
出
納
し
て
、
限
叫
ん
り
如
く
な
る

一
氏
宗
東
振
に
臨
す
る
o
初
め
妙
立
寺
と
枕
し
た
が
、

一
越
中
村
に
移
っ
て

『
於
九
行
水
禁
活
』
と
印
款
し
た
。

た
印
刷
訴
に
附
し
た
o
鈴
木
H
口
一
一
夜
の
仁
ゴ
民
酬
を

一
も
の
別
れ
川
る

-zt錦
子
を
以
て
打
ち
給
へ
ば
、

一
安
政
三
年
永
念
寺
に
改
め
た
と
あ
る
o

一

エ
イ
リ
ン
ジ

議
林
寺
石
川
部
七
似
に
在
っ
て
、

行
ひ
、
そ
り
市
町
随
一
と
腕
せ
ら
れ
た
O

円程
を
以
て

一
忽
ち
引
火
せ
に
け
向
。
夜
明
け
て
盟
人
波
h
見
れ
ば
、
一

エ
イ
パ
イ
ニ
ヒ
ヤ
ク
イ
ツ
シ
ユ

一肱梅
二
百
一

首

-
提
宗
束
仮
に
悩
す
る
。
も
と
泊
裂
で
あ
っ
た
が
、
明

瓜
治
二
年
総
は
命
じ
て
之
を
拠
却
せ
し
め
た
。
副
耐
の
芯
な
き
栴
を
不
思
議
に
思
ひ
、
桜
子
を
持
ね

一
一
加
。
殴
郎
ニ
一
年
利
続
出
け
品
目
4
0
総
花
の
凶
詠
二
引

一
治
イ
一
年
八
且
脊
悦
の
公
桝
を
泊
さ
れ
た
。

エ
イ
シ
ョ
ウ
ジ

一北田昌寺

金
内
山
口
似
宗

m
u寺
』
見
る
に
、
後
の
山
に
抽
出
き
拙
あ
向
。
共
水
の
間
に
茂

一
一
首
を
集
め
て
、
こ
の
昨
創
立
し
た
卯
医
山
の
天
誠

一

エ
イ
リ
ン
ジ
欝
林
寺

山
臨
時
間
任
江

ιあ
っ
て
、

の
治
以
で
あ
っ
た
。
隊
長
十
八
年
氏
側
苛
凶
代
以
山

一
年
ふ
る
と
も
知
れ
由
一

'草
川
内
の
剛
仙
の
巾
、
八
つ
に

一
宮
に
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
o

一
塁
間
取
一
恢
に
邸
す
る
o
能
地
方
引
跡
芯
に
・
『
在
江
村
の

繁
憾
の
側
説
。
山
間
続
巾
は
桜
山
U

に
よ
っ
て
信
総
せ
ら

一
般
れ
て
死
に
伊
み
て
あ
り
o
そ
の
後
妖
粍
な
し
o
則

一

エ
イ
フ
ヲ
ジ

一
説
話
寺

内
向
ァ
金
制
作
八
坂
に
を

一
一
向
宗
の
祭
林
寺
に
、
明
徳
太
子
の
滋
倣
あ
れ
り
0
』
と

れ
た
が
、
迭
に
無
制
m
H
U
と
な
白
、
川
治
以
年
十
一

一
ち
H
月
山
山
を
巾
興
開
山
と
す
。』
と
あ
る
。

一
っ
て
、
市
山
松
山
と
脳
血
し
、
閉
山
削
宗
に
臨
す
句
。
。
天
正

一
記
す
る
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月
七

H
に
財
閥
せ
ら
れ
、明
皿
作
泊
川
川
悦
来
的
一
附
院

一

エ
イ
ゼ
ン
ジ

一
水
路
寺
山
内ゼ

珠
洲
郡
寺
枇
の

一
ー
中
奥
村
永
荊
の
建
立
で
、
町
山
光
臨
寺
の
仙
川
郷
窓
州

一

エ
イ
ロ
ウ

示
牢
死
刑
に
次
ぐ
も
の
で
終
身
裂

な
そ
の
泊
地
に
同
抑
制
し
た
。

一
内
の
小
学
。

一
札
を
寺
主
と
し
た
。
塔
一

mm性
院
は
十
代
州
安
の
弟

一
例
で
あ
る
o
a
o
U
な
が
ら
主
人
に
有
却
な
ら
ざ
る
こ

エ
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シ
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ウ
ジ

一
北
照
寺
川
胎
川
木
川
に
在
つ

一

エ
イ
ゾ
ウ

一説
三

』
カ
ツ
〆
エ
イ
グ
ウ
腕
川

一
子
陵
町
内
品
の
建
立
し
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
明
治
六
年

一
と
を
巾
懸
け
、
迭
に
公
平
射
に

m訴
し
た
る
も
の
、

て
、
良
宗
一
政
訴
に
附
す
る
O

抽
出
加
久
般
の
泊
料
犯
に
、
一
永ョニ。

一
拠
却
し
た
。

-
不
制
の
所
行
が
あ
内
た
る
を
以
て
問
中
行
か
ら
持
・目
せ

『
太
川
村
O

友
の
方
に
延
正
寺
と
い
」
脊
あ
h

り0
』
と

一

エ
イ

y
ウ
イ
ン

附
虫
採
悦
加
れ
岬
仰
木
第
十
二
代

一

エ
イ
フ
ヲ
ジ

来
月
間
寺

臨
応

m
M附
に
在
っ
て
、

ら
れ
た
に
も
抑
ら
ず
、
そ
の
命
に
背
い
て
前
文
し
た

い
」
も
の
は
氷
山
帯
内
縦
で
あ
る
。

一
前
川
符
脳
内
側
笠
小
山
本
氏
の
法
制
胤
。
討
し
く
は
栄

一
実
宗
問
振
に
臨
す
る
o

者
、
亡
討
に
て
政
火
し
た
泊
、
地
似
あ
る
人
に
到
し

エ
イ
ジ
ヨ
ヲ
ザ
ツ
キ

熊
蜂
雑
記
山
氷
川
叫
川
内
全
傑
院
文
明
月
俗
大
郷
。
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イ

7
9
ジ

一
北
一
耐
寺
も
と
臥
荒
川
町
制
由
一
京
総
て
不
訟
を
働
い
た
Jvnmv
に
科
せ
ら
れ
、
浅
は
特
に
Mm
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折
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一
役
人
白
八
郎
お
衛
門
日
間
一
A
H
制
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延
問
一
ん

一

エ
イ
hm
イ
パ
シ
テ
ィ

一
永
代
橋
則

元
和
の
初
か

一
待
寺
の
精
山
仰
法
胞
に
邸
し
、
文
明
十
二
年
可
桜
良
一
容
を
減
じ
て
永
不
に
し
た
も
の
も
あ
る
。

年
以
降
滞
士
山
諸
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
次
旬
、
家
低

一
ら
江
片
に
於
け
る
加
到
怖
の
抱
川
出
蚊
と
し
、
米
政
を

一
位
の
附
創
に
係
る
o
明
治
四
十
一
年
に
主

O
給
応
川

エ
方
ン

慈
温
石
川
出
胎
女
川
良
宗
京
一
政
問
濯

制
約
、
加
府
知
減
知
、
役
的
必
除
、
胤
例
年
の
こ
と

一
間
む
い
た
加
で
あ
る
o
附
さ
三
瓜
千
七
川
歩
。
以
日
千
三

一
臥
山市
民
間
に
移
っ
て
、
間
関
に
在
っ
た
阿
川
畑
陀
仰
欽
今
一
寺
の
仙
川
O

迎
接
雌
と

m
L、
eHMnmwMにハい
び
、
引

を
組
組
a

に州
地
録
し
て
あ
る
o

m
し
文
政
ル
ポ
天
保
は

一
年
私
附
の
般
的
る
所
と
な
っ
た
o
そ
の
米
協
は
、
是

一
併
合
し
た
O

一
司
に
地
み
、
初
め
て
怒
公
そ
講
じ
、
加
引
法
論
山
際

派
川
宇
共
衛
的
持
続
で
あ
る
。

一
よ
b
先
に
む
い
た
深
川
氏
起
般
に
叫
ぜ
し
め
た
も
の

一

エ
イ
ホ
ウ
ジ

箆
芳
寺
腿
応
梢
吉
川
に
在
っ
て
、
は
お
助
け
方
に
印刷
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、
亦
川
町
竹
を
仰
い
た
o
天
保
J
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エ
イ
セ
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ジ
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叫
音
寺

mm
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胤
火
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時
(
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紘

一
の
や
う
で
あ
る
o

一
一
四
洞
宗
に
邸
し
、
組
問
山
と
附
置
す
る
o
務
官
二
年
同
三
年
七
十
八
肢
で
寂
。

む
に
在
っ
て
、
民
宗
市
議
に
泌
す
る
。

一

エ
イ
ツ
ウ
ジ

策
通
寺
須
町
議
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に
在
っ
て
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郡
小
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忠
似
寺
三
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す
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と
い
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縦
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